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　　　　　　　　　緒　　言　　　　　の様に光沢に蜥するかをみ翻働として・組嚇

。綴纏懲鞘翻，編畿難灘禦撒房難職瀦
。重勲螺かつ、。なつてい…，帝勤，絹・の鱗　　聴面の徽・1勺撒嘲してはRepllca淋より

製品ゆいても同勲ことがXkる。　　　　羅微微鋤鱗輔いつつある・

現在のところ金属や紙，或は塗装画についての光沢の　　　　　　　　　　表面アラサ計

研究1）一・a）は幽較的整灘されていて漸く実用の段階に入つ　　　　従来のアラサの測楚は主として金属の仕．k面の検査に

てきている様であるが，それでもなお，心遡的な光沢　利用されてL・たが，最近では塗装面紙ビか一ル簿に

と，光沢計による光沢のll贋位が一致することは殆んどな　　　も利用されている。

〈，まして一つの光沢計で各種の表面の光沢を測難する　　　　測簸の方法としては，二次元的なアラサ計として触針

ことなどは全く不可能であると激つても過君ではない現　　法6）7），又光学的方法を用いたNF粗度脚〉，光切断法〔｝）

状である。例えば，比較的滑らかな面の光沢を測るのに　　等カミその主なもので，古くから知られていた容量式アラ

適している光沢計の一つであるところのPhQto　voltに　　　サ測驚法1u）は一時全く臓みられなくなつていたが・鍛近

っいてみても，相当に黒昧を轡びた大理石の溺らかな面　　　吉村等u）12）によつて再びとりあげられ，そのすぐれた点

の光沢が91となるのに対し，白い綿布では5，白い紬布　　　が注園される様になつてきている。

では工以下，となつてPhoto　voltが織物面の光沢の測　　　　Cれらの測簸法の5ち，触針法は表面の梁軟なものや

定には不樋当であることがわかる。それは元来silket加　　　アラサの薯しいものには使えないし，叉，吉村等のもの

工などが行われているのをみても解る様に絹様光沢は織　　　や，他の従来の容鍬法では金属の様な電導性のあるもの

物ことつて，極めて珍璽されるものであるのにも拘ら　　の面でないと使用でぎないので，一般の織物のよ5な電

ず，上記の例では，絹の光沢が殆んど0に近い値として　　　気的に絶縁性のあるもので，かつ比較的粟軟なもののア

測られるからである。同じ様なことは従来よく使われて　　　ラサ測定に使用出来る適当な力法としてはNF粗度法と

いるGoerzやマツダ等の光沢計についても雪えること　　光切断法ということになる。

であつて，このことは織物などの光沢の測定がいかに困　　　　しかし，最近，絶縁物についても使用できる様な放射

難な状態にあるかを物語るものである。　　　　　　　　　性アイソトープを利用した方法11ヨ）粉も考えられているが

　このような事を考え合わせると，金属面や紙の面，或　　　これは，材料の入手や取扱いが不便で今のところ契用化

は塗装面に較べて，織物類の面の光沢d）のは相当複雑な　　は困難な状態である。例えば・取扱上の危険性の少い

因子がはいつてくることが予想されるが，その一，・一一つは一　　　uNa24を用いとる，その半減期が14・9時問で・放射線の

般の織物面では表面のアラサが金属面や塗装面等に較べ　　　減衰の補正が厄介になる。

て極めて大きく，かつ形状が複雑であることが考えられ　　　　この様にして，現在では織物などのアラサを測定する

る。もともと，光沢が物体の表面3ζは表面顧近傍の光学　　　方法としてはNF粗度法光切断法以外に適当な方法がな

的現象に基づくものであることから考えて，表面の形状　い状態である・しかしNF粗度が面の光学的な性質を媒

が光沢を考える上に電要な因子になつて来るのは当然で　　介としてアラサを推i定する方法であることを考えると，

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この方法が面そのもののアラサと，面の光学的性質との

　ここでは表面の巨視的な形状として表颪のアラサがど　　　関係を調べるためのアラサ測定法としては適当でないと
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い5ことが出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えると，予め発振回路はL＝L。としてあるため，C6

　そこでわれわれは，従来の容量法のすぐれた点を活か　　　＝・　C＋C・　－1－　CS　t，（C・しは装置の浮游容量）の関係が常に成

した新しい方法で，織物や紙等の立体平均空間アラサ測　　　立つことになるので，いま仮に，図の極板Mと電極Hg

簸装概を試作した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　との問に試料が入つたりすれば，Cxの値が変化してソ

　　　　　　　　　測定装置　　　　欝簾謬艶饗属浬肇警醗盟

　装｛貴はFig．1にみるように，…種の容蚤式アラサ計で　　　は極板間に試料を入れたための容量の変化に相当するこ

あつて，電気容最の測驚にはheterodyne　beat法による　　　とになる。

電気容燈の測建圃路15）を用いた。　　　　　　　　　　　　　結局，操作としては，始めに極叛間の蹟離を完分に離

　測逢原理1こついて説朋すると，Fig・1に．おいて嵩つの　　　しておいてy　．　v。にしてその崎のGの｝涜みをqとし，

発擬器のうち，図の右側の発1辰欝からはつねに一究二周波　　　次に極板厚目に試料を挾んで再びV＝μoにしてその特の（．｝

数レ。（300K，　C．）の発i闘ilカが漏・禽回路に送ら＃Lる。一方，　　の読みをC2とすれば，　CコーC2難Cxとして試料窃挾ん

他の発擬器からは周波数レの発1π1出力が混合圓路に入り，　　だ状態1こ於いての極板間の容盤が測定される。

ここで両出力が漉合され，周波数は…般にン＋Uvとμ～　　　　pick　up用の極板は，　Fig，2に承す様な滑らかな面の

y，，，等になるが，これを検波してU～P。のみをとり出し，　　上下二枚の金属板からなつていて，これをFig．2のA・

その出力を指承するよう1／こ版つている。　　　　　　　　　　B聞に接続する様になつているが，一・力の下部蹴極は

　いまv～馬糊Oのzero　beatの状態になつた場合を　　　Fig．1にみられる様に，水銀におきかえることが出来る

　osc．

ン：variable　　　　　y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りo，

㌫＼

A　　　　　　B　　　M3meta1　’
　　　Spek　ipaen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hg　　　　　　　　　v一ツ。

Fi錘．1Schematical　diagram　of　electrical　measuring　system

（a）

Specimen　　　　　なお，上部電極は薩径4cmの円板で，下部の金属電

　　　　　　　　　極はフk銀槽の大きさとほぼ等しい1　as　8・5cmの円板であ

　　　　　　　　　る。

〈b）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アラサを測ろうとする試料を先づFig・2（のの様に上下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　H’es　上述した欝によつて。の場合の職容量c。を求め

Fig．2The　moClification　of　pick　up　head　　　　　る，次いで試料並びに上：部電極はそのままにして，下部
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電極をFig・1のようにHgにおきカ・え，その電気容器　つているので，上式は蝕こ簡単に，

鴨潔帳噛，、9．、2。、）、t参照。て，　　・謡蒜品。（1・m）一…・・，…・・…）

　　　　　厚さ（・m）並びに調率。　　　　　めること洲腺る・
　　H・，・s；試料表面のill脚こより，試料ど陪除属板　　なお又V一ド等の1’磁操lliヒC・・は・C・…CMに1よ

　　　　　との間に生ずる窪隙の平均の厚さ（cm）並び　　　同程慶に影響するので，式（4）の分子では打消されレご，

　　　　　に誘電率。　　　　　　　　　　　　　　　　繍局分田：だけ｝こきいてくるが，C1〔避CM調m〔｝P蹴程1蔓i

　とすれば，次式ぼよつて求められる。即ち，　　　　　　のとぎC・tが2PFとみると，理には4％穂脚躍峯遊

臓鹸鞠一一一燗誇戴藷1蕊罵総羅
　　但し，Sは上部極板の面積（cロユ2）である。　　　　離れた一蹴読闘で行うことが必嬰である‘，

え畿器の鎌，認糠騰鱒霧縢　　　潰碇織
殆んどフ燃によつて埋めつくされることになるので　　ω本研究に胤・た試糊歌の7種数鴎る、

1’1・＝0と駄せぱ・C・，・　ex・　　　　　　　　　　　第1農
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ここでHStkll］ち，灘類の凹，三！1により，試料と下部　塩　　瀬

飛1灘簾題欝野鷲潔凝謡　醗、，：＿調
・pace　・・ug6・・ss）・）とも・呼ぶべきもので讃面のアラ　簡　　絹

麗灘蒼押つの櫨として鵬ことができ綿靴下
　いま，式（1）〔2）からHsを求めると，　　　　　　　’　ナイymン経編地
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となる。　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　ttt．，（2＞本測竃裟置を用いて上説試料について粗さを測竃t，，

なお，本測定装置では上部極板が蔵径4cmの円板にな　　　た結果は，第2表に示す通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　立体平均空間アラサ（Hs）

　　　　　　　　i　測　　定　　値
試　　　　料

l　C．lg　　　C：，f　C1ru…CSt

1

2

9

5鷹
6

・憐

215・0　　225・4　　　　10．4

126．6　　　132．4　　　　　5．8

123・8　　　130．0　　　　6．2

191．0　　203．8　　　12．8

111．5　 115，5　　 4．0

111，5　　　116．8　　　　5，3

135．5　　142・0　　　6ボ5

192．5　　201．0　　　　8．5

192．5　　203．0　　　　10．5

　　　　1　測　　定　　値
Hs（μ）imhr1－”’……’』一．．wutt．．一　

　　　　｝C∬g　　C：I　C晦一・C｝エ

　　18．9
　　34．6
　　38・5
　　32．9
　　31．1

　　40．7
’　33．1

　　21．9
　　26，9

210。0　　226．0　　　16・0
123・9　　　132．0　　　　8．1

123・4　　　134．0　　　　10．6

188。0　　　208・5　　　　20・5

192．0　　　197・7　　　　5，7

192・0　　199．5　　　7・5

130．5　　146．0　　15．5
173．0　　194．0　　　21．0

173．0　　　197。5　　　24・5

1H・；（μ）

33．7

49．6
64．　0

52．3

15，0

19．6

81，4
62．6

71．7

荷霞の増大による

Hsの増加率（％）

　70
　43
　66
　59
－49
－48
146
186
166

一型壁塑（・）1　23　1－1　・・　1－｝一
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てよ←m緻している・　　　　　　　　　　　　　　ω52）
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電の」曽大による増加率も1まるかに大きい。即ちマーセル　　　　　　　　　　　　Summa「y
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す・　　　　　　　　　　d。。・，，，。。h、，　y、，。，，　f。b，i、，。。d，。　f。，、h，、he　3－一

（5）従来の触蹴や獺式アラ曙トで剛定出来なか　dim，nti。。。1　mea。　sPace－・ro。glm，，s。。・the　surface。f
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　なお測定時の条幽こよる電極水銀と試料との接触状態　　　Method．
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